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国立情報学研究所

SINET4の概要
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最先端学術情報基盤

 最先端学術情報基盤は、先端的な学術研究・教育用リソースや人的リソースを効果的に結合・連携
させることで、学術研究・教育の生産性および質の向上を図り、総合的な国力の強化、ならびに、
新しい未来価値や知的ブレークスルーの創出を推進する。

 核となる超高速ネットワーク（SINET)と連携推進のための機能（学術認証、グリッド基盤等）からなる。
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・天文電波望遠鏡（全国）
・測地電波望遠鏡（日本、ドイツ、米国…）
・地震測定機器（全国広域分散）
・・・

・NAREGI（全国分散）
・GRID5000（日本－フランス）
・次世代スパコン
・・・

・宇宙科学データベース等
の各種専門データベース

・研究論文データベース
・図書データベース
・・・

・同室感コラボレーション
・超高精細映像通信
・・・

・大容量ファイル転送
・マルチポイントTV会議
・・・

高度測定装置・センサー

スーパーコンピューター
超臨場感メディア装置

大容量学術データベース

最先端学術サービス装置

・先端研究者・共同研究者
・先端医療・教育指導者
・カリスマ的講師
・・・

最先端学術情報基盤
Powered by SINET

・大型ヘリカル装置（土岐）
・Belle実験装置（筑波）
・ニュートリノ実験装置（神岡）
・大型ハドロン型衝突型加速器 （スイス)
・国際熱核融合実験炉（フランス)
・・・

最先端大型実験装置

人的リソース
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学術系通信の特徴とサービスへの要求条件
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高度測定装置・センサー

スーパーコンピューター

超臨場感メディア装置

大容量学術データベース

最先端学術サービス装置

最先端大型実験装置

人的リソース

大容量データ転送

共同研究環境形成

大容量DBアクセス

高精細映像伝送

 全国規模の多数の遠隔講義
 同室感コラボレーション通信
 無圧縮高精細映像通信 等

 LHC（2～4Gbps/ｲﾍﾞﾝﾄ）
 LHD&QUEST（1～4Gbps）
 eVLBI（2.4～8Gbps/ｱﾝﾃﾅ） 等

• L3VPN： Belle、核融合、素粒子、グリッド
• L2VPN： 高ｴﾈﾙｷﾞｰ、気象・地震、ﾆｭｰﾄﾘﾉ
• L1VPN： 天文・宇宙、超臨場感通信 等

 米国（スパコン、eVLBI）、ドイツ（eVLBI）
 フランス（GRID5000）
 スイス（LHC）、フランス（ITER） 等

国際通信

• 大容量実験データアクセス
• 大容量専門データベース 等

【サービス要求条件】【最先端リソース】 【通信の特徴】

高速接続

柔軟なサービスの高度化

マルチVPN

リソースオンデマンド

マルチレイヤ

 任意の転送レイヤ｛L3 (IPv4/IPv6), 
L2(Ethernet), L1(専用線)｝をサポート

 プロジェクト毎の閉域網を形成して
共同研究を強力サポート（Lx-VPN）

 オンデマンドでend-to-end帯域やVPN
を設定して大容量データ転送や高品
質データ転送をサポート

 先端的研究教育分野の創出・進展を
ドライブ

 ユーザ要望を分析して学術系特有の
サービスを提供



© 2010 National Institute of Informatics

次期ネットワークへの要求条件（全体）
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高度測定装置・センサー

スーパーコンピューター

超臨場感メディア装置

大容量学術データベース

最先端学術サービス装置

最先端大型実験装置

人的リソース

大容量データ転送

共同研究環境形成

大容量DBアクセス

高精細映像伝送

国際通信

【次期ネットワークへの要求条件】【最先端リソース】 【通信の特徴】

高速接続

柔軟なサービスの高度化

マルチVPN

リソースオンデマンド

マルチレイヤ

加入機関都合によるノード
停止の回避

上位レイヤサービスの展開

非ノード校も経済的高速化
が図れるアーキテクチャ

エッジノードの保守性向上 ノード未設置県の解消

エッジノードの高安定化

学術基盤格差の解消

上位レイヤサービスの展開

【ユーザからの要望等】
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87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 2011年～

▲2011.4

☆ネットワークの経済的高速化

☆サービスの多様化（継続）と利便性向上

☆エッジノードの高安定化

☆加入機関間の通信環境格差の解消

☆上位レイヤサービスの支援・展開
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SINET3からSINET4へ

▲1992.4

研究・教育活動を支援する“情報ライフライン”（800以上の利用）

パケット交換網（X.25） クローズドネットワーク

▲1987.1

ネットワーク統合とサービスの多様化

▲2002.1

▲2007.4

SINET3

先端研究のための“超高速ネットワーク環境”

スーパーSINET

SINET（インターネット）

SINET4
（5年間)

最先端学術情報バックボーン
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SINET4の方向性とアーキテクチャ
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エッジノード

約700拠点
（ﾕｰｻﾞ拠点）

29拠点
+ 新設県
(ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

8拠点
(ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

アクセス回線
（1G～40G）

エッジ回線
（2.4G～40G）

コア回線
（40Gをベース）

 NWの高速化： ネットワーク構成の見直しやダークファイバ＋WDM技術などにより経済的に高速化

 サービスの多様化：SINET3のアーキテクチャを継承し、リソースオンデマンド機能等を強化・拡張

 エッジ高安定化： エッジノード・コアノードともにデータセンタへ設置

 格差の解消： アクセス系の高速化を非ノード校へも展開、ノード未設置県の解消

 上位レイヤ展開： 上位レイヤサービスを支援するインタフェースやサービス共通プラットフォームを整備

ノード
校

ノード
校

ノード
校

630強拠点
（非ノード校）

62 拠点
（ノード校）

12 拠点
（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

SINET3

10M～1G

1G～20G

10G～40Gコアノード

エッジノード

広域LAN/
Bフレッツ

L1ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ機能

構造
変更

ダークファイバ
＋WDM技術

上位レイヤサービス

ﾘｿｰｽｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ機能、ｻｰﾋﾞｽ共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、等

光ｱｸｾｽ網等

加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

加入
機関

非
ノード

校

非
ノード

校

非
ノード

校

非
ノード

校

非
ノード

校

コアノード
（エッジ機能含む）
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Singapore
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ネットワーク構成の見直し（2011年度）

 コアノードは8拠点、エッジノードは33拠点（内、ノード未設置県4）に集約

 コア回線（コアノード間）は40Gbpsを基本として冗長化を図り、エッジ回線（エッジ－コアノード間）は
2.4Gbps～40Gbps（地域により異なる）、アクセス回線は10Gbps～40Gbps（可変速）に高速化

山口大学

広島大学

鳥取大学

岡山大学

九州大学

神戸大学

自然科学研究機構（岡崎）

静岡大学

福井大学

新潟大学

理化学研究所

弘前大学

埼玉大学

千葉大学

：コアノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

：エッジノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

北見工業大学
北陸先端科学技術大学院大学

金沢大学 北海道大学

信州大学

山梨大学

群馬大学

高エネルギー加速器研究機構

筑波大学

JAEA東海研究所

慶應義塾大学

ＪＡＸＡ宇宙科学研究所

横浜国立大学

海洋研究開発機構

東京工業大学

東京大学

早稲田大学

医科学研究所

ＮＩＩ一ツ橋

物性研究所

ＪＡＸＡ総合技術研究本部

国立天文台

東京農工大学

電気通信大学

統計数理研究所

名古屋大学

神岡宇宙素粒子施設

国立遺伝学研究所

高輝度光科学研究センター

関西大学

大阪大学

同志社大学

京都大学

富山大学

ＮＩＩ千葉分館

愛媛大学

徳島大学

香川大学

琉球大学

長崎大学

熊本大学

大分大学

九州工業大学

鹿児島大学

核融合科学研究所

：エッジ・コア回線（40Gbps）

：アクセス回線 （10～40Gbps）

東京大阪

札幌仙台金沢

名古屋

広島福岡

山形

郡山

奈良

宮崎

：エッジノード（新設県；ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

東北大学

：エッジ・コア回線（10Gbps）

：エッジ回線 （2.4Gbps）

Los Angles

New York

JPNAP

JPIX

Tier-1 ISPJPNAP

JPIX
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今後のネットワークの増強について（時期未定）

 東京－大阪間に40G回線を追加し、最終的には東阪間を合計超100G化

 東京－札幌間を10Gから40Gに増速

 東京－NY回線を10Gから20Gに増速、残りのノード未設置県（9県）を整備

山口大学

広島大学

鳥取大学

岡山大学

九州大学

神戸大学

自然科学研究機構（岡崎）

静岡大学

福井大学

新潟大学

理化学研究所

弘前大学

埼玉大学

千葉大学

：コアノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ)

：エッジノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

北見工業大学
北陸先端科学技術大学院大学

金沢大学 北海道大学

信州大学

山梨大学

群馬大学

高エネルギー加速器研究機構

筑波大学

JAEA東海研究所

慶應義塾大学

ＪＡＸＡ宇宙科学研究所

横浜国立大学

海洋研究開発機構

東京工業大学

東京大学

早稲田大学

医科学研究所

ＮＩＩ一ツ橋

物性研究所

ＪＡＸＡ総合技術研究本部

国立天文台

東京農工大学

電気通信大学

統計数理研究所

名古屋大学

神岡宇宙素粒子施設

国立遺伝学研究所

高輝度光科学研究センター

関西大学

大阪大学

同志社大学

京都大学

富山大学

ＮＩＩ千葉分館

愛媛大学

徳島大学

香川大学

琉球大学

長崎大学

熊本大学

大分大学

九州工業大学

鹿児島大学

核融合科学研究所

：エッジ・コア回線（40Gbps）

：アクセス回線 （10～40Gbps）

東京大阪

札幌仙台金沢

名古屋

広島福岡

山形

郡山

奈良

宮崎

：エッジノード（新設県；ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ）

東北大学

：エッジ・コア回線（10Gbps）

：エッジ回線 （2.4Gbps）

Los Angles

New York

Singapore

JPNAP

JPIX

Tier-1 ISPJPNAP

JPIX

秋田 岩手

栃木

佐賀

和歌山

高知 三重
滋賀

島根
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（参考）SINET3の構成

 2010年6月時点のSINET3のネットワーク構成は以下の通り。京都化研、秋葉原は2011年3月まで。

香港

松山ＤＣ 名古屋ＤＣ

ロサンゼルス

シンガポール

ニューヨーク

札幌ＤＣ

仙台ＤＣ

金沢ＤＣ

東京ＤＣ２

筑波ＤＣ

大阪ＤＣ

京都ＤＣ広島ＤＣ

福岡ＤＣ

東京ＤＣ３

東京ＤＣ１

広島大学

鳥取大学

岡山大学

山口大学

琉球大学

九州大学

長崎大学

熊本大学

大分大学

九州工業大学

鹿児島大学

愛媛大学

徳島大学

香川大学

京都大学化学研究所

同志社大学京都大学

神戸大学

関西大学

大阪大学

高輝度光科学研究センター
神岡宇宙素粒子施設

自然科学研究機構(岡崎)

静岡大学

名古屋大学

国立遺伝学研究所

核融合科学研究所

北陸先端科学技術大学院大学

富山大学

金沢大学

福井大学

新潟大学

ＪＡＸＡ総合技術研究本部

慶應義塾大学

東京工業大学

国立天文台

ＪＡＸＡ宇宙科学研究本部

東京大学

早稲田大学

東京大学物性研究所

東京大学医科学研究所

秋葉原クロスフィールド

国立情報学研究所千葉分館国立情報学研究所一ツ橋

理化学研究所

北見工業大学北海道大学

弘前大学

東北大学

JAEA東海研究所

筑波大学

高エネルギー加速器研究機構

埼玉大学

信州大学

山梨大学

東京農工大学

電気通信大学

千葉大学

群馬大学

横浜国立大学

海洋研究開発機構

統計数理研究所

JPIX東京

JPNAP大阪

JPIX大阪

JPNAP東京

10 Gbps

2.4 Gbps

10 Gbps

1 Gbps

40 Gbps

20 Gbps

0.6 Gbps

専用線

：コア（DC)

：エッジ（大学）

ノード
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全ノードのデータセンタへの設置
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 SINET4では、全てのノードをデータセンタに設置する。

 データセンタは政府調達により選定済み。その選定基準は下記の通り。

 加入機関にエッジノードは設置しない。ただし、スムーズな移行を考慮し、当面は小型の収容装置
を現ノード校に設置する。

データセンタ選定基準

大学A

大学B 大学C

ノード校
（大学A）

SINET3
エッジノード

SINET3

データセンタ

大学A

大学B 大学C

エッジノードの位置が移動

SINET4
エッジノード

①任意のキャリアの回線サービスの利用が可能

②任意の事業者の各種機器類の設置が可能

③計画停電による電源供給休止なし

④停電時でも、非常用電源供給装置から10時間
以上継続して給電可能

⑤阪神・淡路大震災クラスに耐える耐震性

⑥24時間365日セキュアに入退館管理を実施

⑦申請後2時間以内に担当者の緊急入館が可能

⑧現ノード場所に対してDF+CWDM回線が極力中継
なしで敷設可能な距離（ノード未設置県は、各大
学等を適切に収容可能な位置）
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段階的なデータセンタへの収容

 SINET4では現非ノード校の専用線の終端点が変更になるため、十分な移行期間を設けて移行を行う。

 まず、SINET4運用開始当初は、現非ノード校の専用線を、原則同一位置で収容する。現ノード校に小型
L2多重装置（インタフェースは1Gまで）を設置して移行させる。

 その後、各現非ノード校の専用線の契約終了時期に合わせ、段階的にデータセンタに収容する。

11

SINET3
ｺｱﾉｰﾄﾞ

データセンタ

大学A

大学B 大学C

SINET3

SINET4
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

データセンタ

大学A

大学A

大学B 大学C

WDM WDM WDM

大学D

SINET3
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ WDM

WDM WDM

10G

1G 100M 10M

1G

大学D
原則H27年度まで

データセンタ

大学A

大学B 大学C

大学A

大学D

小型L2多重
10G

1G 100M 10M

10G/1G

WDM

WDM

SINET4
ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ

SINET3時代 平成23年度当初 平成27年度末
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IF#1

IF#2

現ノード校向けアクセス回線

12

加入機関
（現ノード校） データセンタ

ダークファイバ

IF#1

IF#2

WDM装置
（最大容量40G）

無中継で40km程度

 データセンタから加入機関（現ノード校）までは、ダークファイバ＋WDM装置で構成し、経済的かつ
柔軟な高速化を実現する。現非ノード校に対しても希望に基づく共同調達により提供予定。

 現ノード校用WDM装置のインタフェースは10GEで統一し、最大10GE×4まで搭載可能。

 故障時は、保守物品を持参した平日2時間以内（夜間4時間以内）の駆けつけで対応

SINET4
コア

ノード

データセンタ

専用線
（2.4G/10G/40G)

経済的かつ柔軟な高速化

C大学

B大学

SINET4
エッジ
ノード

小型L2
多重

A大学
(ﾉｰﾄﾞ校)
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バックボーン構成～サービス収容イメージ～

 単一のバックボーン上に、各サービスのための論理ネットワークを独立に形成することで、多様な
サービスを柔軟かつ経済的に提供

 各論理ネットワーク内に、さらに共同研究プロジェクト毎や仮想研究室毎のバーチャルネットワーク
を形成してVPN (Virtual Private Network) を提供

13

インターネット
（IPv4/IPv6）

Ｌ３ＶＰＮ

L2VPN/
ＶＰＬＳ

核融合研究VPN

Grid研究用VPN

地震研究用VPN

高エネルギー研究用VPN

Ｌ１ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
天文台研究VPN

高品質バックアップ研究用VPN

各研究プロジェクト用
閉域ネットワーク

各サービス用
論理ネットワーク

Ｌ２ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ

新プロジェクト
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バックボーン構成～ネットワーキング方式～

 多様なサービス（VPN、リソースオンデマンド、マルチレイヤ、マルチキャスト等）を単一バックボーン
上で実現するために、SINET3のアーキテクチャを踏襲

 論理ルータ機能やL1スイッチ機能を用いてサービス毎の論理ネットワークを構築

 リソース（帯域、VPN）オンデマンド制御機能などの先端機能に関してはＮＩＩ独自で開発

IPルータ

IPv4/IPv6

L3VPN

L2VPN/VPLS 

L2ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ

L1ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ

L1SW L1SW

L2/L3用パス

data IP

data Ether

Ether

L3

L2

L1

L2多重

40G/10Gbps40G/10G/2.4Gbps

加入機関装置

エッジノード コアノード

data IP Ether

data Ether

L1VPN

L2VPN/VPLS

L3VPN

L2OD

IPv4/IPv6

: 論理ルータ

L2/L3用パス

帯域は無瞬断
で変更可能

リソース
オンデマンド
制御サーバ

data IP

data Ether

Ether

VLAN

VLAN data IP

data IP MPLS

data EtherVLAN MPLS

data EtherVLAN MPLS

data EtherVLAN

data IP EtherVLAN

Ether

Ether

VLAN

VLAN

EtherVLAN

EtherVLAN
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オンデマンドサービス提供方式

On-demand

Ethernet

IP

ネットワーク制御・管理プレーン

L1SWL1SW

L1-OpS

 ユーザは、Web画面で、接続対地、開始・終了時間、帯域等を指定して、L1/L2パスやVPNを要求

 ネットワーク側ではパスの経路計算等を行い、指定時間にL1/L2パス設定やVPN設定を実施

 L1オンデマンドではユーザ側でユーザポートを選択し、L2オンデマンドではユーザポートとユーザ
VLAN-IDを選択。ネットワーク内で付与するVLAN-IDはネットワーク側で自動的に選択。

接続対地、開始・終了時間、
帯域等を指定

15

ユーザ CORBA

L1SW L1SW

IPルータL2多重 IPルータ L2多重

NETCONF

L1ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
ｻｰﾊﾞ

L2ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
ｻｰﾊﾞ

L2OD L2OD

data Ether data EtherVLAN data EtherVLAN MPLS EtherVLAN data EtherVLANVLAN data EtherVLAN
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ユーザ支援：性能改善ソフト提供（予定）

 ユーザのネットワークアクセス性能を改善する性能改善ソフトの無償配布を予定

 WindowsOS(主にXP）の性能改善するための設定（TCPウィンドウサイズ等）の煩わしさか
ら解放

 WindowsOS上で稼働する仮想LinuxOS+Webプロキシサーバを構築し、あたかも外付けの
LinuxOS+Webプロキシサーバがあるかのように振舞う性能改善ソフト

16

VMwarePlayer/

VirtualBox

WindowsXP/Vista/7

性能改善ｿﾌﾄｳｪｱ

【パーソナルコンピュータに構成するパターン】

VMwarePlayer/

VirutalBox

WindowsXP/Vista/7接続

性能改善ｿﾌﾄｳｪｱ

【USBストレージに構成するパターン】

プロキシサーバ

Linux

Squid
(コンフィグ設定済み）

Ubuntu/CentOS
(TCP等チューニング
済み）

配布ソフトパッケージ
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SINET4の提供サービス一覧

サービスメニュー SINET4 備考

提供インタフェース

E/FE/GE (T) ◎

GE (LX) ◎

10GE (LR) ◎

L3サービス

インターネット接続 ◎

IPv6 ◎ native/dual stack/tunnel

マルチホーミング ◎

フルルート提供 ◎

IPマルチキャスト ◎

L3VPN ◎

アプリケーション毎QoS ◎

IPマルチキャスト (QoS) ◎

L3VPN (QoS) ◎

L3VPN (マルチキャスト) 予定

L2サービス

L2VPN/VPLS ◎

L2VPN/VPLS (QoS) ◎

L2オンデマンド 予定

L1サービス L1オンデマンド ◎

情報提供/

ユーザ支援サービス

パフォーマンス計測/改善 ◎ スループット/RTT情報提供、性能改善ソフト提供（予定）

トラフィック利用状況 ◎ 個別にSINET利用推進室にお問合せください

 SINET3の全てのサービスを継承するとともに、オンデマンドサービスを拡張していく。

※ その他のサービスも検討中
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